
現
地
の
状
況
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　
　
1
9
9
5
年
の
設
立
か
ら
30
年
、

福
岡
銀
行
大
連
駐
在
員
事
務
所
は
お

客
さ
ま
の
中
国
進
出
を
サ
ポ
ー
ト
し
な

が
ら
共
に
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。こ
の

節
目
の
年
に
当
た
り
、中
国
・
大
連
と
い

う
都
市
が
ど
の
様
な
変
化
を
遂
げ
て
来

た
の
か
を
年
代
別
に
振
り
返
り
ま
す
。

【
1
9
9
5
年
〜
2
0
0
5
年

　製
造
業
進
出
黄
金
時
代
】

　
当
駐
在
員
事
務
所
設
立
当
時
の
大

連
市
は
経
済
技
術
開
発
区
を
中
心
に

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
み
、外
資
系
企
業

受
入
の
黎
明
期
に
あ
り
ま
し
た
。①
豊

富
で
安
価
な
労
働
力
、②
九
州
と
の

物
理
的
な
近
さ
と
不
凍
港
を
持
つ
物

流
上
の
利
便
性
、③
良
好
な
対
日
感

情
等
の
特
色
を
背
景
に
、製
造
業
を

中
心
と
し
た
多
く
の
日
本
企
業
が
進

出
を
始
め
ま
し
た（
図
１
）。自
動
車

部
品
や
電
子
機
器
、金
属
加
工
な
ど

の
工
場
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
、労
働

集
約
型
製
造
業
の
集
積
地
と
し
て
大

連
の
地
位
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
時
代

で
し
た
。（
写
真
１
、２
）

【
2
0
0
5
年
〜
2
0
1
5
年
　
　

　I
T
関
連
事
業
の
発
展
と

  

都
市
機
能
高
度
化
の
時
代
】

　
製
造
業
の
集
積
が
成
熟
期
に
入
る

中
、大
連
市
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
や

B
P
O（
業
務
委
託
）を
次
な
る
成
長

の
柱
に
据
え
ま
し
た
。大
連
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
パ
ー
ク
や
高
新
園
区
の
様
な
ハ

イ
テ
ク
産
業
集
積
地
の
整
備
が
進
み
、

日
本
語
を
使
え
る
I
T
人
材
が
豊
富

に
い
た
こ
と
か
ら
、開
発
/
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
先
と
し

て
、日
系
I
T
関
連
企
業
が
続
々
と

進
出
し
て
い
き
ま
し
た
。そ
の
進
出

ラ
ッ
シ
ュ
に
併
せ
て
、地
下
鉄
の
開
通

や
都
市
高
速
の
整
備
等
、都
市
機
能

の
高
度
化
が
急
速
に
進
ん
だ
時
代
で

も
あ
り
ま
し
た
。

【
2
0
1
5
年
〜
2
0
2
5
年

　産
業
構
造
転
換
の
時
代
】

　
近
年
は
人
件
費
の
上
昇
や
米
中
対

立
な
ど
の
地
政
学
的
リ
ス
ク
を
背
景

に
、日
系
を
含
む
外
資
系
企
業
の
撤

退
や
再
編
が
徐
々
に
進
行
し
て
い
ま
す

（
図
２
）。2
0
2
0
年
の
コ
ロ
ナ
禍

も
そ
の
動
き
を
後
押
し
す
る
か
た
ち

と
な
り
ま
し
た
が
、そ
の
背
景
に
は
、

現
地
中
国
企
業
の
急
成
長
と
競
争
力

の
向
上
に
加
え
、日
本
企
業
が
中
国

市
場
特
有
の
急
速
な
デ
ジ
タ
ル
化
や

ネ
ッ
ト
販
売
と
い
っ
た
変
化
に
十
分
適

応
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
側
面
が
あ
る

こ
と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。中
国
政
府
は

現
在
、高
付
加
価
値
産
業
へ
の
構
造

転
換
や
ス
マ
ー
ト
化
を
推
進
し
、大
連

市
を「
中
国
東
北
部
再
興
の
エ
ン
ジ

ン
」と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。次
な
る

10
年
間
は
、大
連
市
の
真
価
を
目
の

当
た
り
に
す
る
時
代
に
な
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

現
地
企
業
の
声
を

聞
か
せ
て
下
さ
い

　
　
2
0
0
4
年
に
大
連
市
へ
進
出

し
た
株
式
会
社
ナ
ッ
ツ（
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
製
造
販
売
）の
現
地
法
人
、拿
賜

（
大
連
）特
殊
車
輌
製
造
有
限
公
司
の

和
田
総
経
理
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

和
田
総
経
理
：  

弊
社
は
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
の
完
成
車
輸
出
を
目
指
し
、

当
時
の
仕
入
れ
先
が
あ
っ
た
大
連
へ
進

出
し
ま
し
た
。当
時
の
大
連
は
、山
を

切
り
開
い
て
多
く
の
工
場
や
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
設
さ
れ
、活
気
に
満
ち
溢
れ
て

い
ま
し
た
。イ
ン
フ
ラ
も
整
備
途
中
で

大
変
な
苦
労
も
し
ま
し
た
が
、人
材

募
集
の
張
り
紙
一
枚
で
50
人
以
上
が

面
接
に
並
ぶ
ほ
ど
、現
地
の
期
待
と

熱
気
を
肌
で
感
じ
た
の
を
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
。

　
大
連
は
日
本
企
業
と
長
年
に
わ
た

り
技
術
蓄
積
を
重
ね
て
き
た
背
景
が

あ
り
、製
造
現
場
に
は
高
い
技
能
を
持

つ
人
材
が
多
く
揃
っ
て
い
ま
す
。弊
社

大
連
工
場
で
は
、こ
の
工
場
で
し
か
作

れ
な
い
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
帯
の
製
品
を
開

発
・
製
造
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、親
日

的
な
風
土
や
日
本
語
話
者
の
多
さ
も

（
図
3
）、他
地
域
に
は
な
い
大
き
な
魅

力
で
す
。今
後
は
こ
う
し
た
強
み
を

生
か
し
、単
な
る
製
造
工
場
と
い
う
考

え
を
改
め
、技
術
と
信
頼
に
裏
打
ち

さ
れ
た“

価
値
あ
る
モ
ノ
づ
く
り”

で
持

続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
築
い
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。（
写
真
３
、４
）

初
代
所
長
よ
り
メッセ
ー
ジ

　
　

　
1
9
8
9
年
6
月
の
天
安
門
事
件

か
ら
2
年
後
の
91
年
7
月
に
北
京
の

大
学
へ
の
語
学
留
学
を
き
っ
か
け
に

中
国
事
業
に
携
わ
り
、そ
の
後
1
9
9
5

年
3
月
に
福
岡
銀
行
に
と
っ
て
中
国
大

陸
初
の
上
海
駐
在
員
事
務
所
を
お
よ

そ
1
年
半
か
け
て
開
設
致
し
ま
し
た
。

　
同
時
期
に
大
連
に
も
事
務
所
開
設

す
る
計
画
が
あ
り
、上
海
事
務
所
勤

務
の
傍
ら
大
連
市
政
府
や
北
京
の
人

民
銀
行
へ
何
度
も
足
を
運
び
な
が
ら

1
年
が
か
り
で
認
可
を
取
得
し
、95
年

11
月
に
大
陸
で
2
番
目
の
大
連
駐
在

員
事
務
所
を
開
設
致
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
鄧
小
平
が
1
9
9
2
年
に

「
武
漢
、深
圳
、珠
海
、上
海
」を
視
察

し
講
話
し
た
所
謂「
南
巡
講
話
」を

き
っ
か
け
に
改
革
開
放
の
大
号
令
が

出
て
沿
岸
部
を
中
心
に
開
発
が
進
ん

で
き
た
時
期
で
し
た
。

　
九
州
か
ら
大
連
経
済
開
発
区
や
経

済
特
区
へ
進
出
す
る
企
業
が
増
え
続

け
、当
時
は
事
務
所
業
務
も
合
弁
会

社
設
立
や
貿
易
の
相
談
な
ど
で
相
当

多
忙
を
極
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、福
岡
銀
行
が
主
導
し
て
中

国
初
の「
上
海
福
岡
県
人
会
」設
立
に

続
き
、大
連
で
も「
大
連
福
岡
県
人

会
」を
設
立
さ
せ
ま
し
た
が
、30
年
た
っ

た
今
で
も
脈
々
と
活
動
し
て
い
る
事

を
聞
い
て
感
慨
深
い
思
い
で
す
。

　
最
近
の
中
国
を
取
り
巻
く
環
境
は

相
当
厳
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、こ
れ

か
ら
も
福
岡
銀
行
大
連
事
務
所
が
九

州
と
大
連
の
経
済
・
文
化
面
で
の
橋

渡
し
役
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と

を
祈
念
致
し
ま
す
。（
写
真
５
）

福
岡
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
古
江 

寿
則

現
地
の
お
す
す
め
や

過
ご
し
方
を

ご
紹
介
く
だ
さ
い

　

　
大
連
の
氷
山
慧
谷
・
熊
洞
街

は
、か
つ
て
労
働
集
約
型
の
重
工

業
が
集
ま
っ
て
い
た
地
区
を
再
生

し
た
創
意
産
業
エ
リ
ア
で
す
。長
い

モ
ノ
づ
く
り
の
歴
史
を
経
て
、現
在

で
は
高
付
加
価
値
な
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
生
み
出
す
都
市
へ
と
進
化

し
ま
し
た
。歴
史
的
な
工
場
建

築
を
活
か
し
た
街
に
は
、ア
ー
ト
、

カ
フ
ェ
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
集
い
、

大
連
の
産
業
転
換
と
創
造
力
を

象
徴
す
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
写
真
６
）

所長の
ちょっとひと息

海外駐在員事務所が伝える
の

写真3：ナッツ様作業風景 写真4：ナッツ様出荷風景

写真5

手作業での工程には、現地従業員の熟練した技が光る。

大連駐在員事務所 開所式のテープカット

入念な品質確認を経て、細心の注意を払い出荷される完成車体

写真６

【住所】青森県弘前市大字下白銀町1
【電話】0172-33-8739（弘前市公園緑地課）

ひろさきじょう

桜の咲く頃に

弘前城1

２０２０年１１月登城、２０２２年８月再登城。小ぶりだが凛とした佇ま
いの東北唯一の現存１２天守（写真①）。５つある城門のうち、正
面玄関である追手門が一番風格有り（写真②）。４月中旬～５月上
旬に開催される“弘前さくらまつり”の頃に再訪したい。
※弘前城天守は約10年の石垣修理工事を終えて、2026年秋に
　元の場所に戻る予定です。

【住所】福島県会津若松市追手町1-1
【電話】0242-27-4005
　　　（一般財団法人 会津若松観光ビューロー）

あいづわかまつじょう つるがじょう

青空に映える城

会津若松城（鶴ヶ城）2

２０２０年１１月登城。滞在２時間弱で曇天から晴天へ変わり、
写真映えがこうも異なるものかと実感（写真③、④）。城内では
城の歴史が紹介されており、戊辰戦争の激戦ぶりを物語って
いた。お昼は喜多方ラーメンでチャージ完了（写真⑤）。

【住所】北海道根室市温根元59
【電話】0153-25-3661
        （根室市歴史と自然の資料館）

ねむろはんとう

あとぐん

未知の領域へ

根室半島
チャシ跡群

4

２０２０年１１月登城。スタンプラ
リー最大の難所（写真⑨）。函館
から高速利用しても片道１０時
間、車内で熱唱し続ける。本土
最東端の納沙布岬にも立ち寄
る（写真⑩）。往きは帯広の豚丼
（写真⑪）、釧路の夜は映画鑑
賞。帰りは登別
温泉を楽しむ。

【住所】宮城県仙台市青葉区川内1
【電話】022-214-8544
        （仙台市教育局文化財課）

せんだいじょう

約１０年ぶりに

仙台城3

２０２０年１１月登城。美しい反り石垣
（写真⑥）が、丘陵地にある城跡を更
に際立たせる（写真⑦）。東日本大震
災直後の６月に銀行派遣ボランティ
ア隊で訪れて以来
で、復興した仙台駅
周辺を感慨深く散
策。もちろん牛タンに
も舌鼓（写真⑧）。

青森

秋田

山形

福島

宮城

岩手

④

⑤

⑧

③

②①

⑩

⑧

弘前城HP

会津若松城HP

根室半島チャシ跡群
HP

仙台城HP

日本100名城
No.4

日本100名城
No.1

日本100名城
No.8

日本100名城
No.12

1

3
4

2

北海道

⑨

⑪

⑥

⑦ ぶたどん

のぼりべつ

のさっぷみさき

※本ページの掲載内容は訪問当時のものです。 ※「日本100名城」は公益財団法人日本城郭協会が定めた呼称です。

Profile 福岡県北九州市出身。1998
年福岡銀行入行。門司支店を皮切りに
箱崎、戸畑、総務広報部、宮崎、柳川支
店で勤務。2017年バンコク駐在員事務
所所長。2018年から大牟田、香椎支店
の副支店長を務めたのち、2022年10月
から現職。趣味で2019年11月から3年
7カ月かけて「日本100名城」「続日本
100名城」掲載の200城を踏破。公益
財団法人 日本城郭協会から登城認定
を受ける。

お城巡りが趣味の中野支店長が実際に行った日本全国のお城を紹介

福岡銀行 添田支店

中野 実 支店長
なかの みのる

北海道・東北編②Vol.９

私がご案内
します！

「日本100名城®」は公益財団
法人 日本城郭協会が2006
年に定めた日本の名城100
選です。現在は「続日本100
名城」も選定されています。

公益財団法人
日本城郭協会HP
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